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CD-R/RW ドライブ 


取扱説明書 

お買い上げいただきありがとラございまず。 

I A 敬化 I電気製品は安全のためのま意事項を守らないと、 
A 胃 ° 1 火災や人身事故になることがあ 0 ます。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なミち意事項と製品の 
取り扱いかたを示しています。この取扱説明書をよくお読みのラ 
え、製品を安全にお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見5れるところに必ず保管して 
<ださし、。 


CRX76U 


◎ 2001 Sony Corporation 




么警告安をのために 


ソニー 製品は安全に十分配慮して設計されています。しか 
し、電気製品はまちがった使いちをすると、火災や感電な 
どにより人身事故につながることがあり危険です。事故を 
防ぐために次のことを必ずお守りください。 


まをのためのを 意事 頃を守る 


4〜7ページの ま意事項をよくお読みください。製品全般 
のま意事項が記載されています。 


巧障した6ほわない 


すぐに修理窓口、または販売店にご連絡ください。 


異甫ぴ起をた6 


煙が出た S 

異甫な音、においびし 
た6 

内部に水、異物が入つ 
た6 

製品を落としたり、 
キャビネットを破損し 
たとさ 



*0 


〇電源を切る 

AC アダプターやイ 
ンターフェースケー 
ブルを巧く 


警告表示の意味 

取扱説明書および製品で 
は、次のよラな表示をして 
いまず。表おの内容をよ< 
理解してから本文をお読み 
<ださい。 


A 警告 

この表示の注意事項を守ら 
ないと、火が-感電などに 
より死じや大けびなどの人 
身事故につなびることびあ 
ります。 


この表示の注意事項を守ら 
ないと、感電やその他の事 
故によりけびをしたり周辺 
の物品に損善をちえたりす 
ることびあります。 


ミち意を促ず記号 

AAA 

を意 乂が 感電 


行為を禁止ずる記号 

0 ® 

禁止 分解禁止 


行為を指示ずる記号 

〇處 

指示 つラグをコン 

セントから抜く 
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应警告 

造 A 

乂の 感電 


下記のを意事項を守らないと义災 • 感電などに 
より死亡や大けびの原因となります。 


電源コードを傷つけない 

電源コードを傷つけると、火災や感電の原因となること 
があ0ます。 

• 本機と机や壁などの間にはさみこんだりしない。 
•電源コードを加工したり、傷つけたりしない。 

•重いものをのせたり、引っ張ったりしない。 
•熱器具に近づけたり、加熱したりしない。 

万一、電源コードが傷んだ6、修理窓口、または販売店 
に交換をご依頼ください。 


〇 

禁止 


油煙、湯気、湿気、ほこりのをい場所には置かない 

上記のよラな場所に置くと、火災や感電の原因となるこ 
とがあります。取扱説明書に記されている使用条件！;(が 
の環境でのご使用は、火災や感電の原因となることがあ 
0ます。 


G) 

禁止 


内部に水や異物を入れない 

水や異物が入ると火災や感電の原因となります。万一、 
水や異物が入ったとさは、すぐに電源を切り、電源コー 
ドや接続ケーブルを抜いて、修理窓口、または販売店に 
ご依頼ください。 


0 



内部を開けない 

開けたり改造したりすると、レーヴー光線による視力障 
害や、火災、感電の原因となることがあります。内部の 
点検、修理は修理窓口、または販売店にご依頼<ださ 

分解禁止 
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A 警化 

/.、 目口 I 下記のま意事項を守日ないと义災 • 感電などに 
A より死亡ゃ大けびの原因となります。 

化が 感電 


AC アダプターのプラグについたホコリなどは定期的に取りのぞく 


プラグにほこりなどがたまると、湿気などで絶縁不足と 
なり、火災の原因となります。 

〇 

指示 

付属の AC アダプターむがは使用しない 

火災や感電の原因となります。 

Q 


禁止 


雷が鳴りだした5、電源プラグに@6れない 

感電の原因となります。 



たこ足配線をしない 

配線器具をたこ足配線して定格をこえた電流が流れる 
と、火災などの原因となります。 


0 


AC アダプターのプラグは根元までコンセントにさしこむ 

しっかり根元までさしこまないと、义巧や感電の原因と 
なります。 


〇 

指示 






A ぐ ±± | 下記のま意事項を守 5 ないとけびをしたり周辺の 
/•\'王后、 I 物品 こ損害をちえたりすることがあります。 


めれた手で AC アダプターをさわ5ない 

城れた手で AC アダプターの抜き差しをすると、感電の 
原因となることがあります。 





接続ずるときは電源を切る 

電源コードや接続ケープルを接続するときは、本機や接 
続する機器の電源を切ってください。感電や故障の原因 
となることがあります。 


A 

ま意 


通電中の本体や AC アダプターに長時間ふれない 

長時間巧膚びふれたままになっていると、ほ温やけどの 
原因となることびあります。 


G) 


本体や AC アダプターをなや布団などでおおったが態で使用しない 


熱がこもってケースが変形したり、火災の原因となるこ 
とがあります。 
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A ぐ ±± | 下記の注意事項を守 5 ない と It 方 S をしたり周辺の 
/•\/王届 、I 物品 こ損害をちえたりずることがありまず。 


移動させるときは、 AC アダプターを抜く 

接続したまま移動させると、ケーブルが傷つさ、火災や 
感電の原因となったり、接続している機器が落ちたり、 
倒れたりしてけがの原因とな0ます。 

また、本機を落とさないよラにごを意ください。 


A 

を意 


長時間使用しないとさは AC アダプターのプラグを巧く 

長時間使用しないとをは、を全のため AC アダプターの 
プラグをコンセントから抜いて<ださい。 


つラグをコン 
セントから抜く 



直射日光のあたる場所や熱機具の近くに設置-保管しない 


内部の温度び上びり、义ぶや故障の原因となることびあ 
ります。 


0 


大音量で長時間つづけて聞きずぎない 

耳を刺激するよラな大さな音量で長時間つづけて聞< 

と、聴力に悪い影響を与えることがあります。 

呼びかけられて返事がでさるく6いの音量で聞きましよ 
ラ。 


0 


指定のインターフェースケーブル政外は使用しない 

故障の原因となることがあります。 


0 
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レーザーち 全基準について 

この装置は、レーヴーに関する安全基準 （IEC 6082日- 1) クラス1適をの 
CD-R/RW ドライブです。 

電波障害自主規制について 

この装置は、情報処理装置等電波障喜自主規制協議芸 (VCCI) の基準に基 
づくクラス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを 
目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して 
使用されると、受信障害を引さ起こすことがあります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをして<ださい。 


• Microsoft、MS、MS-DOS および Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国 
およびその他の国における登録商標です。 

• Macintosh は米国アップルコンピュータ社の商標です。 

• その他、本書に記載されているシステム名、製品名は、一般に各開発;一力一の登録商 
標あるいは商標です。なお、本文中では™、® マークは 明記していません。 

本機をお使いになる前に、必ずお買い上げのコンピューターに添付のソフトウエア使用許 
諾契約書をお読みください。 


□弊社による製品保証は、同お付属品（ソフトウェア含む）を使用し、指定または推契 
するシステム環境を満足し、かつ取扱説明書に従ラ正常なご使巧の場合において、 
CD-R/RW ドライブ本体に限り有効です。 また 、ユーザーサポートなどの弊社サービ 
スについてち、製品保証と同等の使巧条件に限り対応致します。 

□本製品のご使用による、パソコン本体や他の機器の不具合、特定の八ードウェア•ソ 
フトウェア-周辺機器に対する適性、またインストールされたソフトウェア相互の適 
正などに起因する動作障害、データやディスクの損失、あるいは他の偶発的または必 
然的な損害に対しては、弊社では一切の責任を負いかねますのでご了承ください。 

□本製品は、曰本国内向け販売製品です。保証およびユーヴーサポートは曰本国内にお 
いてのみ有効です。 

□ 権利ちの許諾を得ることなく、本機に付属のソフトウェアおよび取扱説明書の内容の 
全部または一部を複製すること、およびソフトウェアを賃貸することは、著作権法上 
禁止されてお0ます。 

□ 本機に付属のソフトウェアを使用したことによって生じた金銭上の傷害、逸失利益、 
および第兰ちか5のいかなる請ま等につきましても、当社は、一切その責任を負いか 
ねます。 

□ 本機に付属のソフトウェアは、本機政がには使用できません。 

□ 本機に付属のソフトウXアの仕様は、改良のため予告なく変更することびあります。 
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はじめに 


CRX 76 U には、次の特長があります。 

□ CD - R ディスクに最大4倍速で書き込むことができます。 

□ CD - RW ディスクに最大4倍速で書き込むことができます。 

□ CD - ROM ディスクを最大6倍速で読むことがでさます。 

□ 持ち運びに便利な小型軽量設計です。 

□ 100〜240 V の電源電圧に対応したル型軽量の専用 AC アダプターが付 
属しています。 

□ コンピューターの US 目ポートに接続が可能な US 巨変換ケーブルが付属 
しています。 


必要なシステム構が 

CRX 76 U は、次の仕様のコンピューターで使用でさます。 


ごま意 


必要なシステム構成は、 CD - R や CD - RW ディスクへの基本的な書さ込み動作を想定 
した目まです。実隙に CRX 76 U を使用するには、ここであげたシステム条件を満足 
し、かつライターソフトウェアで指定された条件を満たす必要びあります。（ライ 
ターソフトウェアのシステム条件は、通萬、ここであげた条件を上回ります)。 

Windows モデルの場合 

□ CPU : Pentium 200 MHz 於上 （233 MHz 政上推巽） 

□ RAM : 32 M バイト上 

□ 八ードディスク空さ容量： 100 M バイト上 （1 G バイト技上推奨） 

□ コンピューターに US 己ポートがあること 

□ 3. 日インチフ□ッピーディスクドライブ（セットアップに使用） 

□ OS : Microsoft Windows 98 i ) または Windows 2000 
Professional、Windows Me (各日本語版） 

1 )Windows 98 の場合は 、 Windows 98 Second Editon し U 降、または 
Windows 98 サービスパック 1 びインス I ルされていること 







Macintosh モデルの場合 

□ 機種： iMac 、 iBook、PowerBook G 3 、PowerMacintosh G 3/ G 4/ 
G 4 Cube 

n コンピューターに USB ポートがあること 

n コンピューターに標準で CD - ROM ドライブまたは DVD ドライブがあ 
ること（セットアップに使用） 

n OS : Mac OS 8.6 i；Ui (9.0.41； (上推奨） 


メモ 


Mac OS 9, 9.0.2, 9.0.3 をご使用の場含 、 Mac OS 9.0.4 にアップデートすること 
を推寶いたします。 

Mac OS 9.0.4 では、 USB 接続に関するプ□グラムが更新されており、動作の安定 
性び向上します。 

Mac OS 9.0 .4 へのアップデートについては、下記の Apple Japan ホームぺージに 
アクセスして<ださい。 

http://www.apple.co.jP/ftp-info/reference/macos_9.0.4_update.html 
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使用でをるディスク 


CRX 76 U で使用できるディスクは UTF の通りです。 


ディスクの種類 マーク 

CD-R 

(i 昼陌 

CD-RW 

泣 

COMPACT 

帽陌 



ReWritablel 


CD-ROM 

i 

h 昼陌 

音楽 CD 

(ft 昼旧 

DIGITAL AUDIO 


CD Extra 

nCOMPACT 

[ft 昼 ©^ 

DIGITAL AUDIO 


ビデオ CD 

_n COMPACT 

[i 昼恆 

DIGITAL video! 

VIDEO CD 

CD TEXT 

_n COMPACT 

抽帽恒 

DIGITAL AUDIO 

TEXT I 

如巧乂 > 

CD グラフ イツ クス 

nCOMPACT 

[ft 昼面 

DIGITAL AUDIO 

GRAPHICS ) 


フオト CD 

nWMPACT 

[i 昼恒 

PHOTO I 






CD-i 

抽帽恒 

IStSISISIffi! 


電モ ブック 

m 

Electronic Book 


ごミ主意 


CRX 76 U では円形ディスクのみお使いいただけます。円形政がの特殊なお状（星 
型、八ート型など）をしたディスクを使用すると、 CRX 76 U の故障の原因となりま 
9 〇 
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CD - R ディスクと CD - RW ディスクについて 


CRX 76 U は、 CD - R ディスクへの書き込みと、 CD - RW ディスクへの書き 
込みがでさます。 

これらディスクへの書き込みには、ライターソフトウェアを使用します。 
書き込んだディスクを CRX 76 Ui ； m の他の CD - ROM ドライブなどで再生 
(データの読み出し）するには、ライターソフトウェアで書さ込むときに目 
的に応じた設定を行います。 

CD-R ディスクとは 

1度だけデータを書き込めるディスクです。一度書き込まれたデータは消去 
することができません。 CD - R ディスクで音楽 CD を作成したものは、一般 
の CD プレイヤーで再生することができます。 

CD-RW ディスクとは 

データを書き込んだり、消ますることがでさるディスクです。目安とし 
て、未使用の CD - RW ディスクで約1000回の書き換えができます。 


ごを意 


CRX 76 U は、ノ V イスピード CD - RW ディスクには書き込みを巧うことができませ 
ん。八イスピード CD - RW ディスクの再生は行うことびできます。 

ディスクの互換性について 

CRX 76 U で作成した CD - R ディスクや CD - RW ディスクは、ほとんどの 
CD - ROM ドライブで再生することができます。ただし、ちいタイプの 
CD - ROM ドライブには CD - RW ディスクの再生に対応していない機種があ 
ります。また、使用する CD - ROM ドライブ、 CD - R ディスク、 CD-RW 
ディスクの一力一間における品質や諸特性の差により、組みをわせに 
よっては稀にディスクの再生がでさないことがあります。 

書き込み速度について 

CD - R ディスク、 CD - RW ディスクへの書き込みは、ディスクに指定されて 
いる書さ込み対応速度に設定して行ってください。書さ込み速度の設定の 
変更は、ライターソフトウェアで行います。 
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推奨するディスクについて 

CRX76U では、 ソニー 製記録メディア製品のご使用をお勧めします。詳し 
くは、 薛社ホ—ムぺ —ジ に〇〇 7 〇「 1 ソ 6 」 の データ ディア関連 ホームぺ一 
ジをご覧ください。 

http://www.sony.co.jp/sd/ProductsPark/Models/cat122.html 


ごミ主意 


99分ディスクを使用しての書さ込みおよび再生に巧しては、品質を保証しておりま 
せん。 


13 




各部の名郝と働を 
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in トップカバー 

回電源端モ（本体背面） 

付属の AC アダプターを接続します。 


ごミ主意 


付属の AC アダプター1；(がは絶対に接続し 
ないで < ださい。 

圓インターフェースコネクター 

付属のインターフェースケーブルを接 
続します。 


ごミ主意 


付属のインターフてースケーブル政がは絶 
対に接続しないでください。 

团電源スイッチ 

電源を入れたり切ったり（オン/オフ） 
するスイッチです。 

固ボ U ユー ムつまみ 

へッドホンジャックから出力されるア 
ナ□グオーディオの音量を調節します。 

固ヘッドホンジャック 

へッ ドホンやアクティブ スピーカーを 
接続して使用します。 


团マニュアルイジてクトレバー（本体 
底面） 

電源が入っていないとさは、このレ 
ノ く一を矢印ち向に巧してトップカバー 
を開をます。 

固インジケーター 

ドライブの動作状態をおします。電源 
オンで動作していないときは緑色、動 
作しているときは撞色に点灯します。 

回イジェクトボタン 

トップカバーを開くとさに巧します。 


重要 


動作中に誤ってトップカバーび開くことを 
防ぐため、 CRX 76 U は電動イジェクト磯 
構になっています。このため、電源び入っ 
ていないとさは、イジェクトボタンを押し 
てちトップカバーび開さません。また、ア 
プ U ケーシヨンの状況によっては、イジエ 
クトボタンを巧したあと、トップカバーが 
開くまで1秒政上かかることびあります。 
万一、イジェクトボタンを巧してもトップ 
カバーが開かなくなったとさは〔書き込み 
中を除く）、本体裏面にあるマニュアルイ 
ジェクトレノ く一を矢印方向に押してトップ 
カバーを開いてください。 
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コンピユーターとの接続 

下図のように接続します。 


ごま意 


• CRX 76 U をコンピューターに初めて接続するときは、接続の前に、必ず「クイック 
スタートガイド」をお読みください。 

• AC アダプター、電源コード、インターフェースケーブルは、付属のものし U 外は絶 
巧に接続しないでください。 



USB 接続に関ずるご注意 

• CRX 76 U はコンピューターの USB ポートに直接接続してくださし、。八 
ブ（キーボードの USB 八ブを含む）を経由しての動作は、保証していま 
せん。 

• インターフェースケープルの CRX 76 U 側を抜く前には、なのことを行つ 
て < ださい。 

- CRX 76 U の電源をオフにする。 

-コンピューター側のコネクターを抜く。 


メモ 


インターフェースケーブルのコンピューター側は、 CRX 76 U の電源びオンのまま 
でも抜さ差しすることげできます。 

• Windows 2000または Windows Me の場合は、 CRX 76 U のインター 
フェースケーブルを损く前にタスクバーの r 八ードウェアの取り外し」ア 
イコンをク U ックし、 「 US 目 Storage Adapter V 2 を停止します」を選 
択することをお勧めします。デバイスの停止をしないでインターフェー 
スケープルを抜くと、警告の X ッセージが表示されます。 


メモ 


電源のオン/オフは、 CRX 76 U とコンピューターのどち5を先に行ってちかまし、ま 
せん。 
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ディスクの出し入れ 

ディスクを入れる 


1イジェクトボタンを巧してトップカバーを開ける。 

トップカバーがかし開くので、手で持ち上げて<ださい。 



2ディスクを入れる。 

ディスクの中むを、ディスクが固定されるまで巧し込みます。カチッと 
音がするまで、確実に装着してください。このとさ、無理な力を加えな 
いでください。また、レンズに触れないよラにま意してください。 
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3 トップカバーを閉める。 

ディスクのデータを使えるよラになります。 



ここを巧してしっかり6、たをしめます。 


ディスクを取り出す 


1イジェクトボタンを巧してトップカバーを開ける。 

トップカ/(一びかし開くので、手で持ち上げてください。 

2ディスクを取り出ず。 

ディスクの端に指を当て、ドライブ中央の凸起部を巧して取り出しま 
す。 



ごを意 


• ディスクの回転が完全に止まっていることを確認してか5、ディスクを取り出して 
<ださい。 

• インジケーターが程色に点巧しているとさは、トップカバーを開けないでくださ 
し、。コンピューターの操作ができなくなることびあります。 
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K 障かな？と思った 6 

指定の相談窓口にご相談になる前にもう一度チェックしてみてください。 
それでを具をが悪いときはお買い上げ店または指定の相談窓口にご相談く 
ださい。 

CRX 76 U のユーヴーヴポートに関する最新の情報を、インターネットでご 
案内しています。あわせてご参照ください。 


症が 

原因/対策 

本ドライブびコンピュー 
ターに認識されない。また 
は正常に動作しない。 

- ドライバーのインストールび正常に終了していない可能性び 
あります。一度アンインストールを行ったあと、手順に従っ 
て再度ドライバーのインストールを実行してください。 
「クイックスタートガイド」をご覧ください。 

- AC アダプターやインターフェースケーブルび正しく接続さ 
れていない可能性びあります。接続部分びドライブやコン 
ピューター本体にしっか0と接続されていることを確認して 
ください。また、「クイックスタートガイド」をご賣にな 
り、正しく接続されているかどラかを確認してください。 

ディスクを入れたのに音とび 
した0データび読めない。 

-ラベル面を上にして、ディスクを入れていない可能性びあり 
ます。 

-使用できないディスクの可能性びあります。 

本書の「使用でをるディスク」 （11 ぺージ）をご覧くださし、。 

-ディスクまたは本ドライブのレンズび巧れている可能性びあ 
るのでお手入れをしてください。 

ーディスクにキズびある場合びありますので、本ドライブに異 
常びないことを確かめるために、別ディスクに取り誓えてみ 
て < ださい。 

一本ドライブのターンテーブルの上にゴミび付着している場合 
びあ0ます。 

一本ドライブやディスクび結霞している場合びあります。ディ 
スクを取り出して約1時間放置してくださし、。 








捆犬 

原因/巧策 

ディスクげ取り出せない。 

-ドライブの電源びオフの時は、イジェクトボタンを押してち 
取り出せません。ドライブの電源を入れるか、マニュアルイ 
ジェクトレバーを使用してください。 

本書の「各部の名称と働き」 （14 ページ）をご覧ください。 

- 書さ込み動作中は、イジェクトボタンを押してを取0出せま 
せん。ご使用のライターソフトウェアの操作方法に従って取 
0出して < ださし、。 

ソフトウェア製品に同おされているマニュアルをご覧くださ 
い。 

一何5かの原因でコンピューターび八ングアップしている巧能 
性びあります。 

ドライブの電源を入れ直し、コンピューターを再起動させて 
ください。 

CD - R / RW ディスクへの 
データ書さ込み時にデータ 
の書さ損じび起こる。 

一 CRX 7 目 U を八ブ（キーボードの USB 八ブを含む）に接続し 
ている場をは、コンピューターの US 目ポートに直接接続し 
て < ださし、。 

- 書さ込み速度を1倍速に設定している場合、4倍速に設定を変 
要してください。（本ドライブの推奨する書き込み速度は、 
CD - RW ディスク、 CD - R ディスクともに4倍速です）書き込 
み速度の設定変更は、ライターソフトウェアで行います。 

ーコンピューターのスク U —ンセーバーび動作しないよラに設 
定を切ってください。 

- ライターソフトウェアじ(がのソフトウェアを終了させてくだ 
さい。他のソフトウェアび動作していると、データ転送レー 
卜び極端に低くなり、データの書を損じび起こるおそれびあ 
ります。 

一常駐型のディスクユーティ U ティーや、ディスクのアクセス 
を高速化するユーティ U ティーなどは終了させて<ださし、。 

作成した音楽 CD を再生す 
ると、ノイズび聞こえる。 
(再生音にノイズび混入して 
いる） 

- ライターソフトウェアの設定を変更してください。 

ライターソフトウェアの操作については、付属のライターソ 
フトウェアに同おされているマニュアルをご覧ください。 

ーコンピューターの機種によっては、ノイズび発生する場合び 
あ0ます。別のコンピューターを使用して音楽 CD を作成す 
ると、ノイズのない CD び作成でさることびあります。 

コンピューター起動時に障 
害び出たり、ライターソフ 
トウエアび正常に動作しな 
い。 

一すでに 「 CDRFS 」 などのパケットライトで式のライターソ 
フトウェアびインストールされているコンピューターに、 
CRX 7 目 U に付属のライターソフトウェアをインス I -ールす 
ると、正南に動作しない場含びあります。 「 CDRFS 」 など、 
他のパケットライト方式のライターソフトウェアはあ日かじ 
めアンインストールしてください。コンピューターによって 
は 「 CDRFS 」 びプリインストールされている場合もありま 
すので、ご確認< ださし、。 
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症が 

原因/巧策 

付属かのライターソフト 
ウェアをインストールした 
び、動作しない。 

- ご使用のライターソフトウェアび CRX 76 U に対応していな 
い場含びあります。詳しくは、ご使用のライターソフトウェ 
アの製造販売元にお問い含わせください。 

ーライターソフトウェアのバージョンの違いにより、 

CRX 76 U に対応していない場合びあります。詳しくは、ご 
使用のライターソフトウェアの製造販売元にお問い含わせく 
ださい。また、ソフトウェアバージョンのアップグレード 
サービスやダウン□ー ドサービスをが用し、 CRX 76 U に対 
応できることびあります。 

いままで正常に使巧でさて 
いたび、ある時期か5動作 
び不安定になった。 

- 何5かのアプリケーションをインス!-ールしたあとに動作び 
不安定になった場合は、そのアプリケーションを一度アンイ 
ンス I ルしてください。それで症状び回復した場合は、そ 
のアプ U ケーションの使用やインス!-ールを控えて<ださい。 

音楽 CD の再生音びヘッド 
ホン、またはコンピュー 
ターのスピーカーから聞こ 
えない。 

Windows の設定によって、音声の出力先を変更します。 

•Windows Me および Windows 200日の場合は、[スター 
卜]ボタン-隱赶-[コント□ールパネル]-[システ 
ム]を開さ、[デバイスマネージャ]タブを表示させます 
(Windows 2000の場含は、[八ードウェア]タブで[デバ 
イスマネージャ]ボタンをク U ックして「デバイスマネー 
ジャ」ウィンドウを表示させます)。 [ CD - ROM ] にある 
「 CRX 7 目 U 」 をダブルクリックし、口□パティ]タブで 
[この CD - ROM デバイスでデジタル音楽 CD を使用可能に 
する]チェックボックスをチェックすると、コンピュータ 
のスピーカーから音楽を聴くことびでさます。チェックを 
がすと、ヘッドホンから聴くことびできます。 

•Windows 98の場合は、[スタート]ボタン-隱赶- 
ロント□ールパネル]-[マルチメディア]を開き、度楽 
CD ] タブでにの CD - ROM デバイスでデジタル音楽 CD 
を使用可能にする]チェックボックスをチェックすると、 
コンピュータのスピーカーから音楽を聴くことびでさま 
す。チェックをがすと、ヘッドホンか5聴くことびでをま 
す。 

• Macintosh の場含は、 CRX 76 U にセットした音楽 CD の再 
生音を本体のスピーカーで聴くことはでさません。 

CRX 7 目 U に接続したへッドホンか5は聴くことびでをま 
す。なお、音楽 CD の再生には、 Macintosh 本体に装備さ 
れた CD - ROM ドライブや DVD - ROM ドライブのご使用を 
推奨します。 

•コンピューターによっては、スピーカーから音楽を聴くこ 
とびできないものびあります。その場合は、ヘッドホンか 

5聴くことびでをます。 
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使用上のご注意 

特にま意していただをたい事 

• 動作中に本機を、絶対に移動したり持ち 
上げたりしないでください。特に書き込 
み動作中に振動や衝撃を絶対に与えない 
でください。書き込み途中にエラーを発 
をさせ、その CD - R / RW ディスクが使 
巧す能になる場合があります。 

• 付属の AC アダプター 1 U 外は絶巧に使用 
しないでください。故障の原因となりま 
す。 

• インターフェース ケーブルの コネクター 
付近を、強く折り曲げたりしないでくだ 
さい。断線や接触不良の原因にな0ます。 

ほ用-巧管場所について 

湿気の多いところや温度の高いところ、激 

しい振動のあるところ、直射日光の当たる 

ところで使用したり保管しないでください。 

操作にごいて 

本機は水平な場所に置いて使用してくださ 

い。 

輸送にごいて 

• 植 I 包箱は大切に保管してください。輸送 
の際に必要になります。 

• 本機を移動するとさは、その前に必ず 
ディスクを取0出して < ださい。 


結露現象について 

急激な温度変化は避けてください。寒いと 
ころから暖かいところに移したり、室温を 
急に上げた直後は使わないでください。内 
部に結露が生じている場含があります。使 
用中に急激に温度が変化した場合は、電源 
を入れたまま使用を中止して1時間し:!上待 
ち、それか6電源を切ってください。 

レンズについて 

本機のレンズ（ふたの内側）には触れた 
り、直視しないでください。また、ほこり 
がつかないよラにディスクの出し入れのと 
さじ(外はふたを閉じておいてください。 

ディスクの取り扱いについて 

• ディスクは外縁を支えるよラにして持ち 
ます。記録面に触れないでください。 



•ディスクに艾字を書いたり、紙などを 
貼ったりしないでください。 

•ほこりやちりの多いところ、直射日光の 
当たるところ、暖房機具の近く、湿気の 
多いところには保管しないでください。 

• ディスクに液体をこぼさないでくださし、。 
•大切なデータを守るため、ディスクは 
必ずケースなどに入れて保管して<だ 
さい。 
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お手入れ 

キヤビネットの巧れは 

柔らかい巧で空拭きします。ミちれがひどい 
ときは、ラすい中性洗剤溶液でしめ6せた 
布で拭いてください。シンナー、ベンジ 
ン、アルコールなどは表面の仕上げを傷め 
ますので使わないでください。 


レンズの巧れは 


CD - R 、 CD - RW ディスクの 
巧れは 

• CD - R ディスクや、 CD - RW ディスク 
は、データを記録する前には絶対にク 
U —ナーで拭かないでください。ほこり 
などのミちれは、プ□ワーを使って吹さ飛 
ばして < ださい。 

• CD - R ディスクや、 CD - RW ディスクの 
未記録部分にキズやほこりがあると正し 
いデータが記録できないことがありま 
す。取り扱いには充分ごま意ください。 


レンズがミちれて本機が正常に動作しなく 
なったときは、お買い上げ店やサービス窓 
口にご相談ください。 


ディスクの巧れは 


柔らかい巧でディスクの中むか6外のち向 
へ軽く拭をます。 

ミちれがひどいとさは柔らかい巧を水に浸 
し、よく絞ってからおき、乾いた布で水気 
をおさ取ってください。 

ベンジン、レコードクリーナー、静電気防 
止剤などは、ディスクを傷めますので使わ 
ないで < ださい。 
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保証書と 

ア フターサー ビス 


保証書 


• この製品は保証書が添付されていますの 
で、お買い上げの際、お買い上げ店から 
お受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確か 
めのラえ、大切に保をしてください。 
•保証期間は、お質い上げ曰より1年間 
です。 


アフターサービス 


調子が悪いときはまずチェックを 

この取扱説明書ををう一度ご覧になってお 
調べください。 

それでち具合の悪いときは Jig 
相談窓□へご連絡ください 

指定相談窓口については、本書の r 製品ヴ 
ポートのご案内」をご覧ください。 


部品の保有期間について 

当社では CD - R / RW ドライブの補修用性能 
部品（製品の機能を維持するために必要な 
部品）を、製造打ち切0後最低6年間保有 
しています。この部品保ち期間を修理可能 
の期間とさせていたださます。保有期間が 
経過したあとち、故障箇所によっては修理 
可能の場をがありますので、お買い上げ店 
か、修理窓口にご相談ください。 

修理のご依頼について 

本製品の修理をご依頼の際は、製品本体、 
およびインターフェースケーブル、 AC ア 
ダプターなどの付属品一式を、お買い上げ 
店やサービス窓口にご提供ください。 

• 本製品は持ち込み修理対象製品です。故 
障その他の理由でお買い上げ店やヴービ 
ス-相談窓口に製品をご提供いただく場 
を、受け付けまたはご返却に関わる配送 
費用、製品の取り付けや取りがし、接続 
調整などの諸費用はすべてお客様のご負 
担となります。 

• 本製品は、曰本国内向け販売製品です。 
保証およびユーヴーヴポートは日本国内 
においてのみ有効です。 


保証期間中の修理は 

取扱説明書と保証書の記載内容に基づいて 
修理させていたださます。 

詳しくは保証書をご覧ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能が維持でさる場合は、 

ご要望により有料で修理させていただを 
ます。 
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主な仕様 


速度 

書さ込み速度 ( CD - R ) 

2倍速、4倍速 

書を込み速度 ( CD - RW ) 

2倍速、4倍速 

読み出し速度 

最大目倍速 


ディスク 

使用可能なディスク 

CD-ROM 
CD-ROM XA 
Photo CD 

(マルチセッション対応） 

CD-DA 

CD-RW 

CD-R 

CD-I 

ビデオ CD 
CD Extra ( CD +) 

CD TEXT 
CD Bridge 

オーディオコンパインド CD-ROM 
ディスク径 12 cm 

8 cm (読み出しのみ) 


書定込み方式 

トラックアットワンス 
ディスクアットワンス 
セッションアットワンス 
パケットラ仆 


ドライブ 

データ 乾送 レート 

最大：90日 K バイト /S (6 倍速い） 

アクセス時間 

平均（ランダムスト□-ク） M 目0 ms 

り最大データ転送レートは、コンピューターの性能 
にぶって異な0ます。 


擇境ま件/巧巧援境 


動作温度 

己む〜35で 


動作湿度 

20 % RH 〜80 %RH (結露なきこと） 

保を環境 

温度-2 日で〜日日で 湿度 20% RH 〜9 日％ RH 
(結露なきこと） 


電源 • その他 


電源 

が部電源ジャック定格己 V 

AC アダプター(付鼠を接続して AC 100-240 V 電 
源から使用可能。 

消費電力 

約日.5 W 

大きさ 

約 129 x 15 x 134 mm (幅/高さ/奥行き） 

質量 

約20日 g (本体のみ） 

インターフェース 

ドライブイン ターフェース 

ATAPI 準拠 CUSB 1.1 準拠変撰ケーブル ACR - B 01 
によりコンピューターと USB 接続） 

バッファ容量 

8[\/1パィト 

仕様およびが観は、改良のため予告な<変更するこ 
とびありますび、ご了承ください。 
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製品サポートのご案内 


CRX 76 U の使いかたに関するご相談、本体や付属ソフトウェアに関する技 
術的なご質問、故障に関するお問いをわせなど、お電話でご相談になる前 
に、政下で提供している情報をご確認ください。 

•ユーザーヴポートホームぺージ 

http :// www . sony . co . jp / CRX 76 U 
-故障かな？と思った5 

本書19ページ 

• ライターソフトウェアについて 

付属のライターソフトウェアに関する情報は、ソフトウェアの製造およ 
び販売元のホームページでご案内しています。 

それでをご不明な場を、 1；( 下の相談窓口にお問い合わせください。また、 
動作の不具合や故障に関するご相談の場合は、次のことをお知らせくださ 
い。 

• 型名： CRX 76 U 
-製造番号 

-製品の購入年月日-ご購入店名 
• ご使用のコンピューターの メーカー •型番 
-コンピューターの仕様 （ CPU 速度、メモリー容量など） 

• ご使用のライターソフトウェア 
. 不具含時の状態：でさるだけ詳しく 

-製品ご使用当初は問題がなかったか、最ネ刃か6ラまく動かなかったか、 
など 


ソニーストレージテクニカルレスポンスセンター 

TEL 03-5350-1460 
受付時間 
月〜金 

10:00〜12:0日 
13:00〜17:0日 
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CRX 76 U の使いかたに関するご相談、 
本体や付属ソフトウエアに関する技術 
的なご質問、故障に関するお問いをわ 
せなどは、本書の r 製品ヴポートのご 
案刚をご覧になった上で、政下にご 
連絡ください。 


ソニーストレージ 
テクニカルレスポンスセンター 


TEL: 03-5350-1460 

受付時間 

月〜を 

10:00か512:00 

および 

13:00か517:00 


http://www.sony.co.jp/ 

この説日月書は再生紙を使用しています。 

Printed in Malaysia 



















